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講評 

A 個別方式が無くなり N 全学統一方式のみに入試方式が変更された昨年度の傾向を踏襲した出題であった。医学

部受験生にとっては易しく感じられるレベルであるがゆえに、高得点勝負となることが予想される。合格のため

に必要と考えられる得点は 80 点以上。 

 

大問１ 平易な文法問題。 

確実にノーミスでクリアしたい。 

 

大問２ 標準的な単語・熟語・語法の問題。 

医学部受験生にとっては、どれも一度は目にしたことがある知識問題である。 

 

大問３ 標準的な熟語の問題。 

大問２と同様に、どれも標準的なレベルである。ただ、紛らわしい選択肢も含まれているので、先を急ぐあまり

ケアレスミスをしてしまわないように気を付けたいところ。 

 



 

大問４ 平易な空所補充問題。 

“exergaming”（運動ゲームをすることの意）をテーマにした読み易い文章。設問自体も易しいので、完答を目指し

たい。 

 

大問５ 標準的な長文読解問題。 

北米で目撃される未確認動物である“Bigfoot”をテーマにした内容。興味のある人にとっては読み易い文章だっ

たと考えられる。 

 

大問６ 標準的な会話問題。 

大学で必要となる費用に関する２者間の会話で難解な箇所が無いため、手際よく処理できる問題である。 

 

大問７ 平易な整序問題。 

とても易しい問題なので、ここでは１点も失いたくない。文の整序は合っているのに、解答番号のピックアップ

でミスをすることだけは避けたい。 
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大問８ 英文中の語句を並べ替えるタイプの整序問題。 

標準的なレベルである。このタイプの出題形式を苦手にしている受験生にとっても、それほど苦も無くこなせる

問題だったと考えられる。 
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